
小・中一貫カリキュラム（情報教育）　平成２９年３月末現在

中学校ブロックの
めざす子ども像

小学校１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中学校１年生 ２年生 ３年生

【国】ローマ字による
日本語入力（教P118～
122）

【国】自分の考えをま
とめる活動

【国】自分の考えをまと
める活動

【国】自分の考えをまとめる活動

【理】調査・探究学習
【理】火山活動や地震
のシミュレーション学
習

【理】調査・探究学習 【理】調査・探究学習

【美】映像メディアの
複合（教1年P44～45）

【外】ネットワークや
教育機器などを活用し
外国語に慣れ親しむ
（教P2～7など全単元
で使える）

【外】ネットワークや
教育機器などを活用し
外国語に慣れ親しむ
（教P18～22など全単
元で使える）

【外】情報機器を用い
た英語の読み書き（教1
年P46～47,106～107）
【外】教材コンテンツ
を活用する学習活動

【外】情報機器を用いた
英語の読み書き（教2年
P18～19,94～95,P110）
【外】教材コンテンツを
活用する学習活動

【外】情報機器を用いた英語の読
み書き（教3年P64～65）
【外】教材コンテンツを活用する
学習活動

≪総≫「追究」調べ学習
P.P.を用いたプレゼン
テーション

【国】ローマ字による
日本語入力（教上P118
～122）
【国】ローマ字による
日本語入力（教下P92
～93）

【外】情報機器を用い
た英語の読み書き

【外】情報機器を用いた
英語の読み書き

【外】情報機器を用いた英語の読
み書き

≪総≫ローマ字入力
（タイピング）をする
（学習探険ナビ）

≪総≫卒業文集をパソ
コンで入力して作る

学
習
活
動

【国】インターネット
や図書館の本から情報
を集め話し合う（教下
P94～101）

【国】インターネット
や図書館の本から情報
を集め話し合う（教下
P149～153）

【国】インターネット
や図書館の本から情報
を集め話し合う（教
P78～83）

【国】自分の考えをま
とめる活動

【国】自分の考えをまと
める活動

【国】自分の考えをまとめる活動

【算】身の回りの数に
関わる映像をデジタル
カメラで撮影し話し合
う（教下P83）

【算】身の回りの数に
関わる映像をデジタル
カメラで撮影し話し合
う（教下P2,教下P46）

【算】身の回りの数に
関わる映像をデジタル
カメラで撮影し話し合
う（教下P30,教下
P79）

【算】身の回りの数に
関わる映像をデジタル
カメラで撮影し話し合
う（教上P6～7,教下P2
～7）

【算】身の回りの数に
関わる映像をデジタル
カメラで撮影し話し合
う（教P84）

【生】自分たちの通学
路の安全について調べ
る(教上P8～9)

【生】自分たちの町に
はどのような施設や人
がいるのか探検する
(教下P20～51)

【音】創作曲の保存（教
2・3上P30～31）

【図】デジタル化した
画像をコラージュして
作品を制作する(教上
P16～17)
【図】インターネット
上の画像を検索しお気
に入りの美術作品を紹
介する(教上P28～31)

【美】映像メディアの
複合（教1年P44～45）

【家】購入する物の情
報を収集する(教P62～
67)
【家】衣食住に関する
情報を収集する(教
P99)

≪総≫都道府県につい
てプレゼンテーション
ソフトを使って発表す
る

≪総≫日本の食につい
てプレゼンテーション
ソフトを使って発表す
る

≪総≫職業についてプ
レゼンテーションソフ
トを使って発表する
≪総≫世界の国々につ
いてプレゼンテーショ
ンソフトを使って発表
する

≪総≫「追究」調べ学習
P.P.を用いたプレゼン
テーション

学
習
活
動

【音】創作曲の保存（教
2・3上P30～31）

【音】自然音の収集（教2・3下
P15）
【音】コンピュータを用いた作曲
やプレゼン（教2・3下P32～33)

学
習
活
動

【家】家庭と子どもの成長に関する話し合い(教P10～59,250～251)
【家】献立と食品，食事に関する調査と話し合い(教P60～144,252～253)
【家】衣服の種類や組合せ，配色などの工夫(教P168～189)
【家】住空間を想像しやすく工夫する活動(教P148～165)
【家】身近な消費生活と環境について情報の招集と整理(教P212～244)

評
価
基
準

5 インターネットの閲覧や電子メールの送受信ができる 5 利用の目的に応じて周辺機器をコンピュータに接続し，
  使用できるように設定できる

5 複数個のキーワードを組み合わせて目的の
Webページを検索したり，電子メールのルール
やマナーを理解して，情報交換をしたりする
経験を持つ

5 ブラウザやメールソフトの使い方のルール
やマナーを理解し，情報の検索やコミュニ
ケーションに活用できる

評
価
基
準

4 情報機器で収集した情報を報告や発表に利用できる 4 情報機器で収集した情報を選択・評価・編集し，報告や発表に利用できる

4 自分で描いた絵やデジカメで撮影した写真
を使って発表する経験を持つ

4 写真や絵と文字を組み合わせてプレゼン
テーションのスライドを作成し，調べたこと
や考えたことを発表できる

4 写真や絵と文字を組み合わせてプレゼン
テーションのスライドを作成し，調べたこと
や考えたことを発表できる

学
習
活
動

評
価
基
準

3 電子ファイルを整理して適切な場所に保存できる 3 データの保存形式を変更し，フォルダ構成を考えて
  様々な保存先に保存できる

3 作成したファイルに名前を付けて指定され
た場所に保存できる

3 階層を意識してフォルダを作成し，種類や
内容に応じて適切な場所に電子ファイルを整
理・保存できる

【技】メディアを複合したディジタル作品の制作(教P218～223,226～231)

【家】家庭と子どもの成長に関する話し合い(教P10～59,250～251)
【家】献立と食品，食事に関する調査と話し合い(教P60～144,252～253)
【家】衣服の種類や組合せ，配色などの工夫(教P168～189)
【家】住空間を想像しやすく工夫する活動(教P148～165)

評
価
基
準

2 10分間に200文字程度の文字が入力できる 2 10分間に300文字程度の文章が正確に入力・編集できる

2 タッチタイプで自分の名前や短い文章を入
力できる，また，自分の考えを文章にまとめ
ることができる

2 10分間に100文字〜200文字程度の文字を入
力できる

（

1
）

課
題
や
目
的
に
応
じ
た
情
報
手
段
の
適
切
な
活
用

評
価
基
準

1 学習活動に必要とされるコンピュータやアプリケーションソフトの基本的な操作ができる 1 学習活動や日常の活動において，目的に応じてコンピュータや
  アプリケーションソフトを選択し，利用できる

1 コンピュータの構成を知り，電源の投入・
終了など基本的な操作ができる
 マウスなどによる操作を中心とした簡単なソ
フトウエアの起動・実行・終了ができる

1 ソフト（ワープロやプレゼンソフトなど）
を使って，文字や画像を組み合わせて編集し
たり，印刷・出力したりできる

1 文字や画像，映像など異なる電子ファイ
ル，インターネット上の素材などをソフト
ウェアに取り込んで編集する経験を持つ。収
集したデータを表にまとめたりグラフ化した
りして出力できる

学
習
活
動

【生】学校にはどのような場所があるのか探
検(教上P14～19)

【図】デジタル化した画像をコラージュして
作品を制作する(教上P16～17)

　○未来を見つめ、自ら学び共に生きる子
　○人や社会とよりよく関わることができる子
　○自分の思いを伝えられる子（コミュニケーション力の育成）

系統・項目／発達段階

Ⅰ期（１～５年）基礎基本の徹底 Ⅱ期（６・７年生）連続性を意識した指導 Ⅲ期（８・９年生）進路を見据えた指導

めざす子どもの姿 情報手段に慣れ親しみ基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用できる子 情報モラルを身に付け，情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できる子

情
報
活
用
の
実
践
力
A
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小・中一貫カリキュラム（情報教育）　平成２９年３月末現在

中学校ブロックの
めざす子ども像

小学校１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中学校１年生 ２年生 ３年生

　○未来を見つめ、自ら学び共に生きる子
　○人や社会とよりよく関わることができる子
　○自分の思いを伝えられる子（コミュニケーション力の育成）

系統・項目／発達段階

Ⅰ期（１～５年）基礎基本の徹底 Ⅱ期（６・７年生）連続性を意識した指導 Ⅲ期（８・９年生）進路を見据えた指導

めざす子どもの姿 情報手段に慣れ親しみ基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用できる子 情報モラルを身に付け，情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できる子

評
価
基
準

【国】インターネット
から情報を収集しまと
める（教上P54～63）

【社】食料生産の盛ん
な地域の人々に手紙で
聞いたりインターネッ
トで調べたりする(教
上P56～69)

【数】情報の信頼性
（教P238～239）
【数】統計資料の収集

【数】情報の信頼性（教P204～
220）

【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P46～51）
【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P58～67）
【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P122～123）

【理】テレビや新聞，
インターネットを活用
して天気の変化を調べ
る（教P56～63）
【理】テレビや新聞，
インターネットを活用
して天気の変化を調べ
る（教P82～97）

【理】インターネット
上のコンテンツを活用
し土地のつくりと変化
を調べる（教P114～
138）
【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P176～185）

【理】調査・探究学習
【理】火山活動や地震
のシミュレーション学
習

【理】調査・探究学習 【理】調査・探究学習

【保体】ルールや運動
の仕方（実技教P5～
31）

【外】ネットワークや
教育機器などを活用し
外国語に慣れ親しむ
（教P40）

【外】ネットワークや
教育機器などを活用し
外国語に慣れ親しむ
（教P38～39）

【外】教材コンテンツ
を活用する学習活動

【外】教材コンテンツを
活用する学習活動

【外】教材コンテンツを活用する
学習活動

≪総≫昔の人が使って
いた道具をインター
ネットで調べたりする

≪総≫日本各地の年末
年始の特徴ある料理を
調べたりする

≪総≫戦争についての
新聞作りのために、
テーマに沿ってイン
ターネットで調べたり
する

≪総≫「追究」調べ学習
P.P.を用いたプレゼン
テーション

評
価
基
準

【算】データを目的に
応じてグラフ化し，ど
のグラフが適切か検討
する（教下p64～105）

【算】収集したデータ
を表を用いて整理し，
正確に分類する（教上
P6～18）

【算】収集したデータ
を表を用いて整理し，
正確に分類する（教下
P8,教下P54～55,教下
P66～71）

【算】収集したデータ
を表を用いて整理し，
正確に分類する（教
P167～175）

【数】資料の整理と傾
向の読み取り（教P224
～241）

【数】資料の整理と傾向の読み取
り（教P204～220）

【理】観察記録や実験
データを表やグラフに
まとめデータの整理を
する（教p34～40,教
p142～150）

【理】観察記録や実験
データを表やグラフに
まとめデータの整理を
する（教P20～22,教
P84～108,教P146～
148,教P152～154）

【理】観察記録や実験
データを表やグラフに
まとめデータの整理を
する（教P125,教P142
～144,教P161）

【理】観察・実験の
データ処理

【理】観察・実験のデー
タ処理

【理】観察・実験のデータ処
理

評
価
基
準

【社】資料や専門家，
インターネットなどか
ら学習に関する情報を
収集する(教上P20～
37)

【社】資料や専門家，
インターネットなどか
ら学習に関する情報を
収集する(教上P134～
135)

【社】学習に関する
情報の収集

【社】学習に関する情
報の収集

【社】学習に関する情報の収
集

【算】収集したデータ
を表を用いて整理し，
正確に分類する（教上
P6～18）

【算】収集したデータ
を表を用いて整理し，
正確に分類する（教下
P8,教下P54～55,教下
P66～71）

【算】収集したデータ
を表を用いて整理し，
正確に分類する（教
P167～175）

【数】資料の整理と傾
向の読み取り（教P224
～241）

【数】資料の整理と傾向の読み取
り（教P204～220）

【理】観察・実験の
データ処理

【理】観察・実験の
データ処理

【理】観察・実験のデータ処
理

【生】学習したことや
成長したことを保護者
や異学年の人と交流す
る(教下P86～95)

評
価
基
準

【国】プレゼンテーショ
ン（教P42）

【美】造形や美術の働きについて
のプレゼンテーション（教2・3P64
～69）

≪総≫名刺やカレン
ダーを作ることができ
る（ジャストスマイ
ル）

≪総≫「追究」調べ学習
P.P.を用いたプレゼン
テーション

評
価
基
準

【保体】運動の記録に
よる振り返り（実技教
P69）

【音】自然音の収集（教2・3下
P15）
【音】コンピュータを用いた作曲
やプレゼン（教2・3下P32～33)

学
習
活
動

【図】レイアウトや色遣いを工夫してポス
ターを制作する(教上P42～43)

5 音声や動画など多様なメディアを複合し，より効果的な電子ファイルに
  編集できる

学
習
活
動

2 観察，実験等，あるいは通信ネットワークから集めたデータを
  グラフに表し，比較したり傾向や規則性を調べたり予想したりできる

学
習
活
動

3 インタビューやアンケート等を行って収集した情報を整理し，要点をまとめることができる 3 観察や実験，あるいは通信ネットワークから集めたデータを集計し，
  基本的な統計処理を行うことで比較したり傾向や規則性を調べたり
  予想したりできる

学
習
活
動

4 文字，写真，表，グラフ等を組み合わせて新聞やカードを作成し，調べたことや自分の意見を表現できる 4 文字，写真，表，グラフ等を組み合わせてレポートやポスターを
  作成し，分かったことや自分の主張を表現できる

情
報
活
用
の
実
践
力
A

（

2
）

必
要
な
情
報
の
主
体
的
な
収
集
・
判
断
・
表
現
・
処
理
・
創
造

1 複数のキーワードを組み合わせて，大量の電子情報の中から必要な情報を検索することができる 1 インターネットやデータベース，各種ファイル内から必要な情報を
  効果的に検索することができる

学
習
活
動

【図】インターネット上の画像を検索しお気
に入りの美術作品を紹介する(教上P28～31)

【家】購入する物の情報を収集する(教P62～
67)
【家】衣食住に関する情報を収集する(教P99)

【家】身近な消費生活と環境について情報の招集と整理(教P212～244)

2 見学や観察，実験等で集めたデータを表やグラフに整理・処理し，考察できる
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小・中一貫カリキュラム（情報教育）　平成２９年３月末現在

中学校ブロックの
めざす子ども像

小学校１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中学校１年生 ２年生 ３年生

　○未来を見つめ、自ら学び共に生きる子
　○人や社会とよりよく関わることができる子
　○自分の思いを伝えられる子（コミュニケーション力の育成）

系統・項目／発達段階

Ⅰ期（１～５年）基礎基本の徹底 Ⅱ期（６・７年生）連続性を意識した指導 Ⅲ期（８・９年生）進路を見据えた指導

めざす子どもの姿 情報手段に慣れ親しみ基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用できる子 情報モラルを身に付け，情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できる子

評
価
基
準

【数】遠隔地の生徒間の伝え合い
（教P204～220）

【外】インターネット
の情報を収集したり海
外の人とメールで交流
したりする（教P18～
21）

【外】電子メールやテ
レビ会議システム等を
活用した海外との交流
（教1年P104～105）

【外】電子メールやテレ
ビ会議システム等を活用
した海外との交流（教2
年P106～107）

評
価
基
準

【国】プレゼンテーショ
ン（教P42）

【社】情報発信による
学習

【社】情報発信による学
習

【社】情報発信による学習

【外】インターネット
の情報を収集したり海
外の人とメールで交流
したりする（教P38～
40）

【外】電子メールやテ
レビ会議システム等を
活用した海外との交流
（教1年P104～105）

【外】電子メールやテレ
ビ会議システム等を活用
した海外との交流（教2
年P106～107）

【数】遠隔地の生徒間の伝え合い
（教P204～220）

評
価
基
準

【国】自分の考えをま
とめる活動

【国】自分の考えをまと
める活動
【国】プレゼンテーショ
ン（教P42）

【国】自分の考えをまとめる活動

【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P17,P45,P101,P129）

【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P65）

【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P73）

【生】自分たちの通学
路の安全について調べ
る(教上P8～9)

【生】自分たちの町に
はどのような施設や人
がいるのか探検する
(教下P22～51)
【生】学習したことや
成長したことを保護者
や異学年の人と交流す
る(教下P86～95)

【美】造形や美術の働きについて
のプレゼンテーション（教2・3P64
～69）

≪総≫世界遺産につい
てまとめプレゼンテー
ションソフトを使って
発表する
≪総≫日本の食につい
てまとめプレゼンテー
ションソフトを使って
発表する

≪総≫「追究」調べ学習
P.P.を用いたプレゼン
テーション

評
価
基
準

【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P17,P45,P101,P129）

【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P65）

【理】学習したことを
プレゼンテーションで
発表や説明し合う（教
P73）

4 課題や目的に応じて，小学校で学んだ情報手段を適切に活用して発信（発表）内容の評価や改善ができる 4 課題や目的に応じて，中学校で学んだ情報手段を適切に活用して
  発信（発表）内容の評価や改善ができる

学
習
活
動

【技】完成した作品の評価と改善(教P225,226～231)

2 電子メールや掲示板，動画通信などを用いて，自分の考えや気持ちを
  正確に伝えたり，相手の気持ちを読み取ったりしてコミュニケーション
  ができる

学
習
活
動

【社】Webページやメールによる情報発信の学習

3 調べたことをWebページにまとめたり，相手にわかりやすくプレゼンテーション（発表）したりできる 3 文字の大きさや色遣い，画像の配置などレイアウトを工夫してわかり
  やすいWebページ，プレゼンテーション資料，アニメーションなどを
  作成し，自分の考えを発信できる

学
習
活
動

【技】メディアを複合したディジタル作品の制作(教P218～223,226～231)

（

3
）

受
け
手
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
発
信
・
伝
達

1 伝える相手を意識して，自分の考えや気持ちを文書や手紙で伝えることができる 1 メーリングリストやアドレス帳，ファイル添付など電子メールの機能を
  効果的に活用する方法を知り，経験する

学
習
活
動

2 インターネットを介して自分の考えや気持ちを誤解のない表現で伝えることができる

情
報
活
用
の
実
践
力
A

3



小・中一貫カリキュラム（情報教育）　平成２９年３月末現在

中学校ブロックの
めざす子ども像

小学校１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中学校１年生 ２年生 ３年生

　○未来を見つめ、自ら学び共に生きる子
　○人や社会とよりよく関わることができる子
　○自分の思いを伝えられる子（コミュニケーション力の育成）

系統・項目／発達段階

Ⅰ期（１～５年）基礎基本の徹底 Ⅱ期（６・７年生）連続性を意識した指導 Ⅲ期（８・９年生）進路を見据えた指導

めざす子どもの姿 情報手段に慣れ親しみ基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用できる子 情報モラルを身に付け，情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できる子

評
価
基
準

【社】県内の特色ある
地域に関してインター
ネットで資料を収集す
る(教上P20～36)

評
価
基
準

【社】インターネット
のWeb検索で情報を集
める(教上P110～P131)

【社】インターネット
のWeb検索で情報を集
める(教上P24～P25)
【社】インターネット
のWeb検索で情報を集
める(教下P40～P59)

評
価
基
準

学
習
活
動

評
価
基
準

学
習
活
動

評
価
基
準

【美】映像メディアの
複合（教1年P44～45）

評
価
基
準

学
習
活

動

【数】情報の信頼性
（教P238～239）

評
価
基
準

学
習
活
動

評
価
基
準

【国】プレゼンテーショ
ン（教P42）

【社】情報の検索 【社】情報の検索 【社】情報の検索

学
習
活
動

【技】完成した作品の評価と改善(教P225,226～231)

（

2
）

情
報
を
適
切
に
扱
っ

た
り
，
自
ら
の
情
報
活
用
を
評
価
・
改
善
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
理
論
や
方
法
の
理
解

学
習
活
動

【技】メディアを複合したディジタル作品の制作(教P218～223,226～231)

1 自分の活動や学習の成果をデジタル情報に記録し，評価できる

2 情報の信憑性を確かめる方法を知り，課題解決に利用できる 2 信憑性を確かめる方法を知り，いくつかの方法で自分の扱う情報の
  信憑性を確かめることができる

4 情報を伝えるメディアの特性や，発信者から受信者までの情報伝達の
  過程を理解し，それを元に情報の真偽や質を吟味できる

3 収集した情報を比較したり，分類したり，関連付けたりして情報の整理を行う方法を知る 3 情報処理の手順を考え，簡単なプログラムが作成できる

【技】情報処理の手順の理解とプログラムの作成(教P238～249)

【社】インターネットのWeb検索で情報を集め
る(教上P108～P109)

【技】情報通信ネットワークの構成(教P202～209)

4 コンピュータを利用した計測・ 制御の基本的な仕組みを
  知ることができる

11. 【技】計測・制御システムの理解(教P236～237)

1 メディアの特徴と利用方法を知り，制作品の設計に活かすことができる

【技】基本的な情報処理の仕組みやディジタル化の方法(教P196～199)
【技】情報の処理の単位(教P201)

2 電子メールやWebページなどの情報手段を利用して，情報を伝える方法と，その特性を知る 2 情報通信ネットワークにおける基本的な情報利用の仕組みを理解できる

情
報
の
科
学
的
理
解
B

（

1
）

情
報
活
用
の
基
礎
と
な
る
情
報
手
段
の
特
性
の
理
解

1 情報手段を利用して，情報を集めたりまとめたりする方法と，その特性を知る 1 コンピュータの構成と基本的な情報処理の仕組みを理解できる

学
習
活
動

【社】県内の特色ある地域に関してインター
ネットで資料を収集する(教上P30～31)

3 電子メールや掲示板などの情報手段を利用して，情報を交流する方法と，その特性を知る 3 デジタル化の方法について知り，その特性や利点を理解できる

【技】基本的な情報処理の仕組みやディジタル化の方法(教P196～199)

学
習
活
動

4



小・中一貫カリキュラム（情報教育）　平成２９年３月末現在

中学校ブロックの
めざす子ども像

小学校１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中学校１年生 ２年生 ３年生

　○未来を見つめ、自ら学び共に生きる子
　○人や社会とよりよく関わることができる子
　○自分の思いを伝えられる子（コミュニケーション力の育成）

系統・項目／発達段階

Ⅰ期（１～５年）基礎基本の徹底 Ⅱ期（６・７年生）連続性を意識した指導 Ⅲ期（８・９年生）進路を見据えた指導

めざす子どもの姿 情報手段に慣れ親しみ基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用できる子 情報モラルを身に付け，情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できる子

評
価
基
準

【社】情報化が社会に
もたらす大きな影響に
ついて理解する(教下
P12～19)
【社】身の回りや産業
の分野にも情報化が進
展していることを理解
する(教下P22～26)

評
価
基
準

学
習
活
動

【社】情報産業に従事
している人や情報産業
の役割を理解する(教
下P2～11)

評
価
基
準

【社】身の回りや産業
の分野にも情報化が進
展していることを理解
する(教下P22～26)

評
価
基
準

学
習
活
動

評
価
基
準

学
習
活
動

評
価
基

準

【社】情報化の進展による生活の
向上（教P10～11）

評
価
基
準

【国】出典や引用の適
切な方法（教下P149～
153）

【社】身の回りや産業
の分野にも情報化が進
展していることを理解
する(教下P22～26)

【音】知的財産権の保護（教2・3
下P44～45）

【美】知的所有権の保護

≪総≫インターネット
上にある情報には正し
い物や不確かな物があ
ることを知る

≪総≫インターネット
上にある情報には、著
作権があり引用の仕方
を知る

評
価
基
準

≪総≫インターネッ
ト・掲示板を見るとき
に注意するべき事を知
る

評
価
基
準

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度
C

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度
C

学
習
活
動

【技】情報通信ネットワークの構成
【技】個人情報の保護 (教P224)

学
習
活
動

【技】ルールやマナーの遵守(教P210～215)

【道】個人情報を保護することの大切さに気づく(教P226～229)

5 個人情報やID・パスワードの大切さに気づき，守ることができる 5 自他の個人情報の重要性を知り，個人情報を守るために正しく対処できる

学
習
活
動 【技】ルールやマナーの遵守(教P210～215)

【技】著作権や知的財産の保護(教P215)

【道】知的財産権を尊重することの大切さに
気づく（教P170）

【道】知的財産権を尊重することの大切さに
気づく（教P187）

【道】知的財産権を尊重することの大切さに気づく(教P226～229)

4 インターネットには不適切な情報や有害な情報があることを知り，安全で正しい対処ができる 4 安全性の面から情報社会の特性を理解し，危険を回避するとともに，
  万一問題に遭遇した場合にも，主体的に解決を図る方法を知る

【技】著作権や知的財産の保護(教P215)

【道】ネットの匿名性を悪用して軽い気持ち
で書き込むことの重大さに気づく（教P187）
【道】相手の顔が見えないメールでのコミュ
ニケーションの特性を知る（教P187）

【道】ネットの匿名性を悪用して悪口を書き込むことの重大さに気づく(教P78～
81,226～229)
【道】相手の顔が見えないメールでのコミュニケーションの特性を知る(教P28～
31,78～81,P226～229)

3 ネットワークや情報機器を使う際のルールやマナーを守ることができる 3 情報通信ネットワーク利用上の基本的なルールや法律を遵守し，
  著作権や知的財産権を尊重できる

【技】情報通信ネットワークの構成(教P202～209)

（

2
）

情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性
や
情
報
に
対
す
る
責
任

1 相手を思いやるコミュニケーションができる 1 受け手の気持ちや考えを尊重してコミュニケーションができる

【道】文字によるコミュニケーションは誤解
を生む危険があることに気づく（教P187）

【道】文字によるコミュニケーションは誤解を生む危険があることに気づく(教P78～
81,226～229)

2 責任ある情報発信ができる 2 情報発信に責任を持ち，適正な情報が発信できる

学
習
活
動

3  自分たちの身の回りにも情報通信技術が活用されていることを知り，生活に役立っていることを理解できる 3 日常的な生活において情報や情報機器がどのような役割を
  果たしているか，事例をもとに理解できる

学
習
活
動 【技】情報技術の社会的影響力と評価(教P234～235)

4 不正アクセスや迷惑行為の実態を知り，ウイルス対策や暗号化など
  基本的なセキュリティ対策の必要性を理解できる

（

1
）

社
会
生
活
の
中
で
情
報
や
情
報
技
術
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
の
理
解

1 情報が社会に与える影響力や情報技術が社会の中で果たしている役割を理解できる 1 報道される事件や事故から情報や情報手段，
  情報技術が社会に及ぼしている影響について理解できる

学
習
活
動

【技】情報技術の社会的影響力と評価(教P234～235)

2 情報を伝える産業としてマスメディアの使命や役割を理解できる 2 情報に関する技術が多くの産業を支えるとともに，
  社会生活や家庭生活を変化させてきたことを理解できる

5



小・中一貫カリキュラム（情報教育）　平成２９年３月末現在

中学校ブロックの
めざす子ども像

小学校１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中学校１年生 ２年生 ３年生

　○未来を見つめ、自ら学び共に生きる子
　○人や社会とよりよく関わることができる子
　○自分の思いを伝えられる子（コミュニケーション力の育成）

系統・項目／発達段階

Ⅰ期（１～５年）基礎基本の徹底 Ⅱ期（６・７年生）連続性を意識した指導 Ⅲ期（８・９年生）進路を見据えた指導

めざす子どもの姿 情報手段に慣れ親しみ基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切に活用できる子 情報モラルを身に付け，情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できる子

評
価
基
準

【保体】情報機器の長時
間使用（保健教P125）
【保体】健康を害する有
害情報（保健教P94～
109）

【保体】情報機器の長時間使用
（保健教P125）
【保体】健康を害する有害情報
（保健教P94～109）

評
価
基
準

学
習
活
動

評
価
基
準

【国】プレゼンテーショ
ン（教P42）

【社】マスメディアの働
きや国民生活への影響
（教P82～83）

評
価
基
準

学
習
活
動

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度
C

【技】情報技術の社会的影響力と評価(教P234～235)

※小学校の外国語活動の「教」とは、「Hi,Friends!」を表しています。小・中学校の道徳の「教」とは、「私たちの道徳」を表しています。

学
習
活
動

【技】情報機器使用に関する健康への配慮

（

3
）

望
ま
し
い
情
報
社
会
の
創
造
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

1 協力し合ってネットワークを使うことができる 1 情報を活用することの意義を理解し，
  積極的に情報共有をはかることができる

2 情報を発信する側に求められる役割や責任の大きさ，情報を受け取る側の正しい判断の必要性について考えることができる

学
習
活
動

3 情報に関する技術を適切に評価し，活用する能力と態度を身に付ける
  ことができる

学
習
活
動

【道】個人情報を保護することの大切さに気
づく（教P172）

【道】個人情報を保護することの大切さに気
づく（教P186）

6 健康に配慮して情報機器を使うことができる 6 情報機器の使用による健康とのかかわりについて考え，
  情報機器の利用時間や頻度を自己管理できる

2 メディアから収集した情報には発信者の意図や背景があることを知り，
  批判的にとらえることができる

（

2
）

情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性
や
情
報
に
対
す
る
責
任
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